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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 

 本論文は予め曲げ加工した軸方向鉄筋を用いた新部材である ED 橋脚を提案し，実験による靭性

の検証と解析による ED 橋脚の塑性ヒンジ形成メカニズムの解明を行い，ED 橋脚の靭性推定式を

提示するなど工学的に有用な成果を得ており，構造工学上寄与するところが大きい．よって，本論

文は博士（工学）の学位論文に値するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
 


